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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は、戦後西ドイツの言語実験者アルノ・シュミット（1914-1979）と、
今世紀に活躍するオーストリアの作家クレメンス・J・ゼッツ（1985-）の初作品を事実と虚構の観点から比較分
析した。
　シュミットについては、ドイツで初期作品の日本語への翻訳における諸問題をドイツのウルム市で学会発表
し、どの文体について論文を発表した。ゼッツについては小説『インディゴ』を翻訳公刊、彼の小説・エッセ
イ・講演について論文を複数発表し、その実験姿勢やポストモダニズムとの関係について学会発表をした。また
ゼッツ研究にかかわる研究者を招待し、シンポジウムを一度、作家本人を交えた国際ワークショップを一度開催
した。

研究成果の概要（英文）：This Project compared two German novelists, Arno Schmidt (1914-1979) and 
Clemens J. Setz (1985-) under the theme of fact and fiction in German literature.
I have published research results on early novels of Arno Schmidt, novels and essays of Clemens J. 
Setz. I published also the first translation of Clemens J. Setz, “Indigo” (Kokushokankokai Inc.). 
For this translation and the other works of C. J. Setz I also held a symposium with researchers in 
Japan in 2019, and an international workshop with the author Clemens J. Setz on the theme of 
posthumanism. For Schmidt I had a presentation in Germany about the Japanese translation of his 
works.

研究分野： ドイツ語圏文学

キーワード： ドイツ語圏文学　オーストリア文学　戦後文学　デジタル文学　ポスト真実　ヴァーチャル　リアリズ
ム　ポストモダン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 戦後の西ドイツ文学で文壇に大きな影響を与えたアルノ・シュミットと今世紀の言語実験に意欲的なオースト
リア作家クレメンス・ゼッツという、その重要性にもかかわらず日本ではほとんど言及されてこなかった作家た
ちの研究成果を発表することができた。2021年にゼッツがビューヒナー賞を受賞し、ドイツ語圏でもクレメン
ス・ゼッツ研究が大きく進展しつつある。それに先駆けて日本で研究を推進できたことは学術的に大きな意義が
ある。
 加えて、ゼッツ作品の日本語への初の翻訳である小説『インディゴ』が刊行できたことは、ドイツ語圏のあた
らしい文学潮流の一つを日本国内にも示した点において、社会的意義も果たした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究計画は、欧米で広く流行し、ドイツ語圏でも 2010 年台初頭に特に多く制作された、主

人公がその作家と酷似した作品群、オートフィクションを考察の出発点とした。なかでも事実と
虚構が入り乱れる本ジャンルの特徴を活かしてテクストの虚実の関係性、作家・テクスト・読者
の関係性を創作により問い直し、文学の中心的問題に切り込もうとする作品群に注目した。ドイ
ツ語圏から該当する時代の異なる二作家を抽出し、その文体や作品分析から両作家がどのよう
に事実と虚構の関係を捉えているのを明らかにしようとした。 
事実と虚構の問題については、古くはギリシャのミメーシス論まで遡ることができる。目の前

の現実のように思われるものをいかに認識し、理解・整理してどのように作品へと投影するかは、
今日にいたるまで常に芸術家たちの主要な課題の一つであり続けてきた。特に近年では、「現実」
の捉え方が大きく変わってきている。移民流入やマス・メディアの衰退、インターネットや個々
人のニーズに対応する各種技術・サービスの隆盛によって、現在では語りの前提として機能すべ
き共通の認識基盤がなくなりつつあり、興味が細分化された読者へと強くアピールするテクス
トの成立が難しくなった結果、強烈な印象を与える「わたし」が登場する機会が増加した。また
「ポスト真実」という流行語が表すように、ヴァーチャルリアリティ技術やフェイクニュースな
ど、虚実をまじえた「現実」があふれかえる現代社会では、当然ながら 19 世紀リアリズムのよ
うな理解での確固とした「現実」をとらえ、それをテクストに反映させる、といった単純な世界
観のテクストは成立しなくなって久しく、20 世紀モダニズムで「内的現実」として個人化して
追求された「現実」は、ポスト構造主義でロラン・バルトらによって完全に相対化され否定され
る。ところが同様に「作者の死」としてバルトに否定されたはずの作家のテクスト解釈への影響
力は、このオートフィクションの流行にもみられるとおり再び大きくなってきた。 
本研究では、19 世紀リアリズムに影響を受けモダニズムからポストモダニズムへの過渡期に

活躍したアルノ・シュミットと、ポストモダニズムから影響を受け現代に新しい文学を創造しよ
うとするクレメンス・J・ゼッツのテクストを分析することで、現代における事実と虚構の関連
や、その変遷の一端を解明しようと試みた。 
  
２．研究の目的 
主人公として作家本人と似た人物が登場する、という形で事実と虚構をあえて錯綜させるオ

ートフィクションの先行研究では、まだ本計画で研究対象とされるアルノ・シュミットやクレメ
ンス・ゼッツへの言及はほとんど見られない。しかし両者は事実の描写に加えて空想、思索、文
学論などを重ね合わせ多層的なテクストを構成していることから、事実と虚構の関係性につい
て大変意識的な作家といえる。両作家のテクスト分析を通じて、以下の 3 点の解明を主な目的
とした。 
 ○文学作品、主に散文において、両作家が考える事実と虚構の特徴や問題点を洗い出す。 
○創作のための理論的裏付けとしての、両作家の文学論、認識論を整理する。 
○各時代や文化的背景との関連を紐解き、19 世紀ドイツリアリズムからモダニズムからポス

トモダニズムへの過渡期（シュミット）と、ポストモダニズムから現代（クレメンス・J・ゼッ
ツ）にかけてのドイツ語圏における事実と虚構の流れを追う。  
 
３．研究の方法 
両作家のテクスト比較は、M.Wagner-Egelhaaf（2013）ら先行するオートフィクション研究の

分析方法を参考に、以下の点について行った。 
① エッセイ、インタビュー、講演における両作家にとっての「事実」と「虚構」 
 ゼッツはオートフィクションのほか、AI、ゲーム、ヴァーチャルリアリティについてもインタ
ビューやエッセイが確認できる。シュミットはエッセイで自身を「極端なリアリスト」としなが
らも、認める事実の範囲は極度に狭く、繰り返しリアリズムに関する考察を行った。 
② 言語表現の写実性 
 両作家とも内容だけでなく言語表現にも事実を投影させようとする。ゼッツは新技術によっ
て広がる世界に注目し、使われ始めたばかりの言葉や現象は存在してもまだ対応する語彙がな
いものに興味を示し、新しい表現をそこへあてようとする。シュミットは音声と表記の不一致に
注目し、正書法の独自解釈や日常使われている口語的表現の追求などに力を入れた。両者が認識
する事実と言語のずれと、ずれを修復するための新語の創造方法に注目した。 
③ テクストの事実と虚構 
シュミットは、眼前の事実を細々と書き記したことで、現地住民が非常に困惑したという現代

のオートフィクションの抱える個人情報保護の問題をすでに抱えていた。またゼッツの『インデ
ィゴ』も詳細かつ具体的に実在の固有名詞を使用して作品を作っている。同時に小説として成立
させるために虚構も混ざっているため、事実から虚構へと移った瞬間には何が起こっているか、
該当箇所を細かく読み解く。 
④ テクスト内に登場する作家と似た登場人物の扱われ方について 
③を踏まえ、テクスト内に自分自身を投影させることについて、その効果と作家の意図を分析



した。 
⑤ 翻訳作業を通じたテクスト分析 
ドイツ語のテクストを日本語へ移す作業の中で、単純に意味を移管できない多層的テクスト

を抽出・収集することで両作家の文体の特徴と創作の意図を分析調査した。 
 
４．研究成果 
本研究期間では、書籍１点、論文５点（うち１点は 2022 年度に刊行予定）、学会発表６点を研

究成果として発表した。 
 

(1)アルノ・シュミットに関しては、海外発信も積極的に行い、ドイツ・ウルム市での学会発表
では、シュミットの初期作品における日本語への翻訳の諸問題として、初期にすでに行われてい
るシュミットの複合的なテクスト生成のありかたとその翻訳可能性について発表を行った。シ
ュミットの短篇『リヴィアータン』の文体に関しても論文「リアリティと語りの連続性――アル
ノ・シュミットの短篇集『リヴィアータン』における日記体」を発表した。 
(2)クレメンス・J・ゼッツについては、ゲームや動画、AI など現在文学以外の領域で観察でき
る現象を、小説や演劇、講演などさまざまな形で既存の文学と結びつけてみせており、従来は主
に文学の領域で観察されてきた事実と虚構のせめぎ合いが、他分野においても応用可能な問題
として提示されはじめていることを作品内で示している。 
(3)ゼッツに関しては、国内研究者を招きシンポジウムを一回、作家クレメンス・ゼッツも交え
ての国際ワークショップ（公益財団法人 国際文化交流事業財団（JICEF)、ゲーテ・インスティ
トゥート後援）を一回主催した。ドイツ語圏外では初となるクレメンス・ゼッツの学術会議を日
本で開催することができ、海外からも反響があった。個人発表では小説『インディゴ』のニーチ
ェとヴィトゲンシュタインからの引用と虚実に関する議論を指摘した。 
(4) 同じく『インディゴ』については、自動人形などで知られる不気味さについての研究が参照
されていることを指摘できた。ここでも（人間かどうかの）虚実の境界にゼッツが興味を持って
いることが示された。（「不気味なもののカタログ クレメンス・ゼッツ『インディゴ』と E．イ
ェンチュ「不気味なものの心理学へ」比較」） 
(5) ポストモダニズムとの関連を整理した。AI に言及しチャットボットに似せたという書籍
『BOT―作者不在のインタビュー』に関する論文「作者のなかにいる作者」では、不在であるは
ずの「作者」の所在分析を通して、「作者の死」を経た現代に考えられうるあたらしい「作者」
がどのように扱われているかを考察した。 
(6)かけはし文学賞を受賞し、『インディゴ』を国書刊行会より翻訳出版した。これを機にゲーテ・
インスティトゥート東京において作家との対談イベント（メルク社・ゲーテ・インスティトゥー
ト東京）にも出演した。本作は日本語での初のゼッツ作品紹介となった。 
(7) 小説『インディゴ』ではパラテクスト（書籍における本文以外の情報）に意識的な実験が加
えられていることを日本独文学会ウェブコラムで社会的に紹介したほか、他の書籍でもさまざ
まな形でパラテクストが実験対象になっていることをドイツ現代文学ゼミナールで発表した
（「書籍のフレーミング効果を考える―クレメンス・Ｊ・ゼッツ作品のパラテクストの役割」）。
現実の世界からフィクションが書かれた書籍という虚の中へと入る境界にこのパラテクストが
あり、そこでの実験が意識的になされていることが判明した。さらにこの問題を探るために、論
文「父親不在の父子関係ーークレメンス・J・ゼッツ『息子らと惑星たち』考」ではデビュー作
における創作と父子関係について分析を行った。 
(8) クレメンス・ゼッツの講演「ケーフェイと文学」は、まさにこの虚実の境界に関する講演で
ある。本作をポストモダニズムとの関連、ゼッツの各作品との関連から解きなおし、日本独文学
会で学会発表を行った（「クレメンス・J・ゼッツ『ケーフェイと文学』からみるポスト真実時代
の第四の壁」）。この発表をもとにした同タイトルの論文が日本独文学会学会誌に掲載予定であ
る。 
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 国際研究集会  開催年
オンライン国際ワークショップ クレメンス・J・ゼッツ―ポストヒューマニズムの文学 2021年～2021年


